
15 文法概説

おなかが痛いんです

「～が痛い」という表現には、次の構文を用います。A の部分に、痛いところ（たとえ

ば、頭、歯、胃など）を入れます。「A の中に痛みがあります」という考え方をしていま

す。

Aͭl͌ ư�����a Ν͈ƙ(A meṇ dard hai)   

痛みの程度を表現するには、「痛み」の前に程度を表す形容詞を置きます。よく使

われるものには、以下のような語彙があります。

>͈m>͆¡ (šadīd) ひどい、激しい

7 ̆|͇ (bahut) すごく

��c̪
ͅ
} (thoṛā) 少し

��c̪
ͅ
}�/¡ (thoṛā sā) 少し、ほんの少し

hǼ͉ŉ (kuch) 少し、ちょっと

ͭl͌ ư�����>͈m>
͆¡ �a Ν͈ƙ�8 Ǔ͈�͉�. E͈ǖƘ  (mere peṭ meṇ šadīd dard hai)

おなかがすごく痛いんです。

lͯ͌ ư�����7 ̆|͇�a Ν͈ƙ�E¦�l Ĳ�� ��/͈ǑĤ  (kyā āp ke sar meṇ bahut dard hai)

あなたは頭がすごく痛みますか？

ͭl͌ ư�����hǼ͉ŉ�a Ν͈ƙ�hʕm̈́��a ǟ͈
͏
����- E͈ǖƘ  (merī dāeṇ ānkh meṇ kuch dard hai)

私は、右目が少し痛みます。

すぐによくなるでしょう（動詞の未来形）

ウルドゥー語の動詞には、現在形、過去形以外にも未来形の変化があります。この

変化は、一部の例外を除けば、ほぼすべての動詞に共通の変化です。未来形の詳

しい変化は、こちらをご覧ください。

未来形は、文字どおり、未来のことを表現する場合に用います。例文で確認してみ

ましょう。

ͭl ń�a ǟ͈
͏
�/͇��$ /ͅǑȈħ/͉m�a Ν͈ƙ�j

͊
ǣ̲
�͉
�kı�jƕAĸ�_ƪ͌(ham garmī kī chuṭṭī meṇ pākistān jāeṇ ge)  

私たちは、夏休みにパキスタンへ行くでしょう。



ͭkŃ�%
͎͛
&��a ǟ͈̚

̈́
|�% /̄|͈�a Ν͈ƙ�̂ ĳ(kal maiṇ yahāṇ nahīṇ āūṇ gī) 

明日、私はここに来ません。

ͯl ń�a z͈AĦ�#/ģ�a Ν͈ƙ�$ /͉m/͇��(&�/͈ǑĤ(kyā vo jāpān meṇ kām kareṇ ge)  

彼らは日本で仕事をするのですか？

ͭkŃ�b͌Ʃ�� /
ͅ
ĉiƃ�̂ ĳ�̸ +/

͆
ȅ
̈́
r�(inšallāh kal mulāqāt ho gī)

明日、お会いしましょう。

ͭl ń�a ǟ͈˥ƃ�Ị}͉(phir mileṇ ge)   

また会いましょう。


